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　わが国では，2005年に日本糖尿病対策推進協議会が設立され，2010年以降，日本医師会，日本糖尿病学会，
日本糖尿病協会，日本歯科医師会が幹事団体として，様々な関連団体と連携して，糖尿病に関する啓発事業
を展開している。2008年から特定検診・特定保健指導が開始され，糖尿病の発症・重症化予防に向け，教育
や支援が全国で展開され，2016年の国民健康栄養調査では，わが国の糖尿病患者は1,000万人，予備軍の1,000
万人と合わせてその合計は約2,000万人であったが，2012年での約2,050万人と比して僅かに減少に転じてい
る。しかし，糖尿病は合併症出現まで自覚症状が乏しく，治療を拒む患者が多いため依然4分の1が糖尿病治
療を受けていない。特に，より厳格な血糖コントロールが必要な若年層では4割が糖尿病治療を受けていない。
糖尿病合併症の重症化に伴う透析導入や失明，下肢切断，歯周病による歯牙脱落などを考慮すると，患者が
糖尿病の継続治療の重要性を発症早期に学ぶことができる体制づくりを，かかりつけ医・かかりつけ歯科医・
病院・地域行政，さらには企業等が連携してなお一層強化することが重要である。このような背景から，日
本糖尿病協会では，2007年から日本歯科医師会と連携し，日本歯周病学会の支援のもと，日本糖尿病協会登
録歯科医制度を設立し，歯周病を有する糖尿病患者に糖尿病に造詣の深い歯科医師を紹介できるよう検索
ページを充実すると共に，2010年から歯科と医科の円滑な連携を支援する糖尿病連携手帳を発行している。
さらに，2016年の診療報酬改定では，糖尿病患者に対して医科保険医療機関からの診療情報提供にもとづく
計画的な抗菌薬注入療法（歯周疾患処置）が，2020年には機械的歯面清掃処置が保険適応となり，医科歯科
連携の重要性がなお一層強く認識されている。本講演では，超高齢社会を迎えたわが国の糖尿病診療の現状
や課題を概説する共に，糖尿病治療における地域連携，特に医科歯科連携の更なる活性化に向けた方略を，
みなさんと一緒に考えたい。
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